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国際ロータリー第２７８０地区 

横須賀北ロータリークラブ週報 

２０２２～２０２３年度 

例会日  毎週火曜日 12：30～13：30 

例会場  かながわ信用金庫追浜支店３階 横須賀市追浜本町 1－28 

                      TEL 046（866）1515 

事務所  鈴木ハイツ２F         横須賀市追浜町 3-22-202 

                      TEL・FAX 046（866）1801 

                  URL：http://www.yokosukakita-rc.jp/ 

                                    E -mail:info@yokosukakita-rc.jp 

 

会  長 武藤 修儀  副  会  長  小菅 健史 

 

幹    事 平林 祐樹  会報委員 長  芹澤 達之 

 

第２８５８回 ２０２２年１２月２０日『火曜日』横須賀北ＲＣ 

夜 間 例 会 

「東玉」18：00～ 

「出席報告」 

（本日）12月 20 日 

総数 出席対象数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 計 修正出席率 

18名 18 名 6名 33.33％ 7名 13 名 72.22％ 

（前々回）12月 6日 

総数 出席対象数 出席数 出席率 ﾒｰｸｱｯﾌﾟ 計 修正出席率 

18名 18 名 12名 66.67％ 3名 15 名 83.33％ 

 

「メーキャップされた会員」 

12月 15日(木)三浦ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 武藤修儀会長 平林祐樹幹事 

12月 15日(木)第 1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ会長幹事会 武藤修儀会長 平林祐樹幹事  

12月 16日(金)横須賀ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ 福嶋義信会員 

「ニコニコＢＯＸ」 

本日は夜間例会のためございません。次週宜しくお願い致します。 

http://www.yokosukakita-rc.jp/
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【武藤修儀会長】 

 本年 7 月より会長としてｽﾀｰﾄを切らせて頂き、早いものであと数日で任期の半分を

迎えようとしております。思い起こせば鈴木達治会員、壹岐義史会員のご逝去という悲

しいｽﾀｰﾄとなりました。この場をおかりいたしまして両会員に心からご冥福をご祈念申

し上げます。 

 先ずは会員増強に関しまして、ｸﾗﾌﾞの予算や様々なﾃﾞｰﾀを分析した中で 25 名の会

員が必要であろうとｸﾗﾌﾞ協議会で話し合わせて頂きました。全会員心を一つに「25 名

のｸﾗﾌﾞ」と増強をしていきたいと思います。 

 次に青少年奉仕事業として神奈川ﾌﾕｰﾁｬｰﾄﾞﾘｰﾑｽにご協力を頂き、追浜中学校の

野球部、ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ部の生徒さんたちの参加のもと、試合の運営に携わって頂くことで、

この地域には素晴らしい横須賀ｽﾀｼﾞｱﾑがあるのだという再認識して頂く例会を開催す

ることもできました。試合終了後には、神奈川ﾌﾕｰﾁｬｰﾄﾞﾘｰﾑｽの選手と練習に参加さ

れ、生徒たちの笑顔と真剣なまなざしを見て感動し、この事業の更なる可能性があると

確信いたしました。 

 そして、「SDG’s について」の例会を 3 回開催させて頂きました、それぞれの企業で

SDG’s の推進はされていると思いますが、3 回の例会を通して、改めて別の視点から

SDG’s の推進又は「SDG’s とﾋﾞｼﾞﾈｽ」に繋げることが出来るのではないかを学べた例

会になったのではないかと思います。 

 会員の皆様に支えられて、上半期を終えることが出来ました。また来年も残りの任期

終了まで会長の職を全うさせて頂きますので引き続きご協力を頂きます様 宜しくお願

い致します。以上 簡単ですが半期報告をさせて頂きます。  

【平林祐樹幹事】 

まずは一区切り、半期の終了ということで皆様一旦お疲れさまでございました。 

半期を振り返りますと、このｸﾗﾌﾞでの新しい継続事業としての奉仕例会が一つの形と

なったことが思い浮かびます。この例会については、まだまだ進化させていくべき点が

多々あると思いますので、引き続き皆様と議論を進められればと考えております。 

 喫緊の課題としての会員拡大につきては、女性ﾒﾝﾊﾞｰが 1 人ご入会いただけたとい

うことで、男女構成比率を見ても特徴のあるｸﾗﾌﾞといえるとは思いますが、本年度は非

常に不幸な形で２名の会員が減っております。この会員拡大についても引き続き皆様

と考えていかなければいけない問題かと思います。 

 結びに、会長からのお話でもありましたが出席率の低下問題につきましても、大きな

課題だと認識しております。魅力ある例会をつくるようまだまだ努力を続けなければな

りませんし、時節や社会状況など様々な問題があるとは思いますが、いずれの問題に

ついても経験の浅い会長と幹事というｺﾝﾋﾞですから、皆様方のお力・ご意見など引き

続きご助力いただきながら、来年からの更なる「加速」としたいと考えております 

ありがとうございました。 
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2022年（令和 4年）⇒2023年（令和 5年） 

 


